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は大腸癌細胞の cIAP2 の発現を抑制した。【考察】隔日投与法による S-1/LV 療法は消化管障害の発生を抑制
することが示唆された。しかし、骨髄抑制は軽度ながら起こり得ると考えられ、臨床応用に向けて骨髄抑制に
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対する対策が必要であると考えられた。また、連日投与群でみられる長期に渡る休薬期間は、腫瘍細胞の増殖
にも寄与する可能性が示唆され、そのため最終的な抗腫瘍効果の減弱につながるものと考えられた。また、
S-1/LVは大腸癌細胞において cIAP2の発現を抑制することでアポトーシスを誘導すると考えられた。【結論】
S-1/LV 隔日投与法は高い抗腫瘍効果を維持しつつ、且つ、有害事象の発生も抑制される有用な治療法である
と考えられた。 
